
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 みなさんは、普段どのくらい図書館に足を運んでいますか。本学では毎年、図書館との共同企画として、4月から6月、
10月から12月の年2回、授業で作成された書評スライドの優秀作品と関連図書の展示を行っています。過去の優秀作品
もファイルにまとめて公開しており、誰でも閲覧することができます。この取り組みは、1年生に限らず多くの学生に、
本学の学生が作成した優れたスライドに触れてもらい、今後の課題作成の参考にしてほしいという思いから始めました。 
 今年度も10月から1月中旬までの3ヶ月半にわたり、前学期の受講生1,061名の書評スライドのなかから、評価の高か
った上位100名の作品と関連図書を展示しました。多くの学生がブースの前に立ち止まって、スライドや図書を見たり、
過去のファイルに目を通したりする様子が見られました。展示図書は、社会学や心理学分野が多いようです。なお、後学
期の優秀作品は新年度4月に展示予定です。ぜひ、図書館に足を運び、多くの図書と学生の表現に触れてみてください。 

 （清島絵利子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
岐阜大学 教育推進・学生支援機構 基盤教育センター ニュースレター「教養教育 NEWS」第43号 令和8 年 2 月発行 

基盤教育センター（令和 8 年 2月現在） 岐阜大学 教育推進・学生支援機構 基盤教育センター 

    日本語表現Ⅰ（初級）における書評スライドの展示 

ゲラン先生（フランス語） フラクシュタイン先生（ドイツ語） 
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 〒 501-1193  岐阜市柳戸1-1 
  TEL 058-293-3007 
 
  https://www1.gifu-u.ac.jp/~orphess/ 
  益子 典文   長谷川 暁人   責任編集 

センター長  益子 典文    専門分野：教育工学 
副センター長  椎名 貴彦    専門分野：基礎獣医学 
副センター長     清島 絵利子 専門分野：日本語学 
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図書館の書評レポート展示の様子 
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    第18回教養講演会(11/26)が開催されました  
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   第17回教養講演会(10/22)が開催されました 
TOPIC 
1 

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　基盤教育センター　　

共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

【お問い合せ】　全学共通教育事務室 058-293-3007 yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

会場にて聴講 オンライン参加
下記URL・QRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加URLが届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]10/22　第 1７回教養講演会　
[本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号） ※https://zoom.us/webinar/register/WN_-mshMR0dTxmrFj8wjvY3Vg

平芳 裕子
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科　教授

著書に『日本ファッションの一五〇年：明治から現代まで』(吉
川弘文館、2024 年 ) や『東大ファッション論集中講義』(ちく
まプリマー新書 2024) など。ファッション論を専門とし、パリ
発のファッションが世界でどのように受容されているか、特に
アメリカや日本を対象とした研究を進めている。

講師

ひらよし  　   　ひろこ

14：25　　閉会挨拶　　　

14：15　　質疑応答

13：10　　平芳先生講演

13：05　　講師ご紹介

13：00　　開催挨拶

プログラム 場

所

定

員

対

象

100名（対面）

ZOOMで同時開催

岐阜大学
全学共通教育棟 2階 25番教室

▪岐阜大学・名古屋大学の学生

▪東海国立大学機構の教職員

▪一般　

100名（オンライン）

教養としての
ファッション論
私たちは日々服を着ているけれども、その服というのはそもそも西洋からやってきたものである。
日本の人々がスーツを着て仕事をし、流行のファッションを楽しむようになったのはなぜなのか？
ファッション文化の歴史を通して現代の社会を考える。

第17回教養講演会

10月22日
13：00～14：30

２０２５年

wednesday

第17回教養講演会ポスター 

講師の平芳先生  ご講演の様子 

 令和7年10月22日（水）に、教育推進・学生支援機構基盤教育センター第17
回教養講演会が開催されました。今回は、神戸大学大学院教授の平芳裕子先生を
お招きし、ご著書『東大ファッション論集中講義』を軸に「教養としてのファッ
ション論」と題してご講演いただきました。
 講演の中で特に印象的だったのは、「衣服は自分自身と社会をつなぐ接点であ
る」という考え方です。服は自分の内面を表現するだけでなく、組織への帰属を
示したり、他者との違いを際立たせたりする「社会的な役割」も担っています。
日本人が明治期に、諸外国との折衝のために男性から順に洋服を取り入れたとい
う歴史的背景も、衣服がいかに社会と密接に関わってきたかを物語っていまし
た。
 また、現代の切実な課題である環境問題にも焦点が当てられました。リサイク
ルとして回収された服がアフリカへ輸出されたのち、膨大な量が売れ残ってゴミ
として山積みになり、現地の環境を破壊しているという実態があります。この事
実を知り、私たちの消費行動が遠い国々の社会問題と直結していることを痛感さ
せられました。
 「服をどう着るか」という問いは、私たちが社会や環境とどう向き合っていく
かという姿勢そのものです。何気なく選んでいる一着が、実は世界とつながって
いる。そのことを再認識させてくれる、非常に意義深い講演となりました。
                             （清島絵利子）

 令和7年11月26日（水）に、第18回教養講演会が開催されました。今回の教養講演会も、岐阜大学教育推進・学生支援
機構（基盤教育センター）が主催となり、アカデミック・セントラルとの共催イベントとして実施することができまし
た。今回の教養講演会は『「いま」は無数に存在する－マルチ時間スケールから迫る時間の正体』と題し、慶應義塾大学
文学部教授である平井靖史先生にお越しいただき、お話しいただきました。
 平井先生はアンリ・ベルクソンというフランス哲学者の専門家であり、その時間論を応用したマルチ時間スケール
（MTS）説を提唱されていることで知られています。そうした平井先生の思索は『世界は時間でできている－ベルクソン
時間哲学入門』において展開されています。このマルチ時間スケールは単に哲学だけでなく、生物学や脳科学などの知見
も盛り込まれており、理系の学部が多い本学の学生にも興味深いテーマです。今回の講演会もこの著作の内容に基づき、
岐阜大学の学生を中心に、わかりやすく氏の理論をご教授いただきました。



 
 私たちは普段、時計によって刻まれるような単一で均質な時間観念の中で生
きています。そこでは「私たちの外側を等しく同じ速さで流れる」時間の捉え
方が自明のものと考えられていますが、それは時間を把握する際の一つの枠組
みに過ぎません。実際、物理学の枠組みにおいても、出来事間の時間の流れ方
は観測者に依存して変わりうるという相対的な考え方がすでに標準視されてい
ます。 
 また、私たちが経験する時間についても、意識の緊張や弛緩のリズム、ある
いは記憶の介入の仕方などによって、異なった速さで認識されることがわかっ
ています。また、時間を捉える単位という意味では、私たち自身が数秒から数
ヶ月、あるいは数年といった異なる時間スケールの出来事を同時並行的に進め
つつ、その中で適切に対処できるような形で記憶を展開しています。 
 平井先生が提唱されているマルチ時間スケールはこうした物理学的な時間と
心理学的な時間を包摂する時間論であり、複数の時間尺度が同時に作用するも
のとして世界を捉え直す新たな枠組みです。このような新しい時間論に触れる
ことは、本学の学生や名古屋大学の学生にとっても大きな刺激になったであろ
うと思われます。                    （長谷川暁人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

    令和7年度第１回FD(11/5)が開催されました 

講師の平井先生 ご講演の様子 

TOPIC 
3 

－マルチ時間スケールから迫る時間の正体
「時間とは何か」という問いは古くから存在する哲学的なものだが、近年では物理学や心理学なども含めさまざまなアプ
ローチがなされてもおり、時間の正体に迫る時間論は文系・理系を横断する注目の分野となっている。今回、哲学的な
時間論をベースに、物理学的な時間と心理学的な時間を包摂する新たな時間の捉え方、〈マルチ時間スケール (MTS)〉
説を提唱されている慶應義塾大学の平井靖史教授にお越しいただき、現代の科学的な成果をも取り入れた、新たな時間
の捉え方についてお話しいただく。

第 18回教養講演会

場所

定員

対象 ベルクソン哲学を専門とし、ベルクソンの理論を応用した〈マルチ時
間スケール〈MTS〉〉説を提唱していることで有名な研究者。心理学
的な時間と物理学的な時間を包摂する新たな時間論である同概念を展
開した『世界は時間でできているーベルクソン時間哲学入門』（2022
年 青土社）は、多くの哲学関係者・脳神経科学・認知科学者などに
取り上げられ、時間論の重要なマイルストーンとなっている。

ZOOMで同時開催
岐阜大学 全学共通教育棟 2階 25教室

・岐阜大学・名古屋大学の学生
・東海国立大学機構の教職員
・一般　

対面：100名
オンライン : 100 名

「いま」は
無数に存在する

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

2025年

14：00～15：30
11/26 講師

平井靖史
慶應義塾大学文学部 教授

オンライン参加

下記URL またはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加 URL が届きます。
※https://zoom.us/webinar/register/WN_ ymdJtKb5Sl-TgQ-89fO8tw

会場にて聴講

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[ 宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]11/26　第 18 回教養講演会　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号）

申し込み方法

〔Wed〕

ひらい　　　やすし

全学共通教育事務室
058-293-3007yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

お問い合せ

場　
所

定　
員

対　
象

ZOOMで同時開催

岐阜大学 全学共通教育棟 ３階
34番教室

▪岐阜大学・名古屋大学の学生
▪東海国立大学機構の教職員
▪一般　

対面：100名
オンライン：100名

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

※https://zoom.us/webinar/register/WN_ aZZGcfG3Rfu3Q5BKorwuCw 

岐阜大学において令和４年度から進められているプロジェクトである学生ステータスシステム crescendo について、
これまでの取り組みを紹介しつつ、教員や学生に向けた、効果的な使い方を提示する。

令和７年度　
          第１回 FD

会場にて聴講

オンライン参加
下記URLまたはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加URLが届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]11/5　第 1回 FD　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号）

全学共通教育事務室

058-293-3007
yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

お問い合せ

申し込み方法

学生ステータスシステム

水11月５日令和 7年 13：00～14：30

13：00～

13：05～

13：30～

13：40～

13：55～

14：10～

14：25～

福岡大輔［教育学部技術教育講座　教授］

長谷川暁人［教育推進・学生支援機構　准教授］

出村嘉史［社会システム経営学環　教授］

繁ハナ子［教育学部　社会科教育講座］

Time Table
開催挨拶

学生ステータスシステムについての
　　　　　　　　　　　　概要説明

岐阜大学学生ステータスシステム
　　　  　　crescendo の活用事例

学生からの利用事例報告

今後の学生ステータスシステム
　  　　crescendo の展開について

質疑応答

閉会挨拶

効果的な活用事例
の

効果的な活用事例 について

第18回教養講演会ポスター 

令和7年度第１回FDポスター 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

    令和７年度第２回FD(12/19)が開催されました 

教学DX推進センター長の福岡先生 教育学部の繁さん 

TOPIC 
4 

ー生成AI 時代に第二外国語を学ぶ意義ー
令和４年度より、岐阜大学では第二外国語の必修を従来の演習科目 (「○○語 I・Ⅱ」) から、新たに創設した講義科目「言語と文化」へと大き
く転換した。岐阜大学に限らず、全国的に第二外国語科目を縮小・非必修化する動きは拡大している。そうした動きに加え、生成 AI の登場も
あり、外国語を学ぶ意義というものが見失われつつある。
今回の FDでは、岐阜大学における言語と文化での取り組みを紹介しながら、生成 AI 時代に第二外国語を学ぶ意義について考える。

令和７年度 岐阜大学 教育推進・学生支援機構 第２回 FD

ZOOMで同時開催

岐阜大学 全学共通教育棟
３階 ３５番教室

▪東海国立大学機構の教職員
▪岐阜大学・名古屋大学の学生
▪一般の方々　

対面：100名
オンライン : １０0名

これからの
「言語と文化」
19
言語 文化

13：00～

13：05～

13：25～

13：35～

14：25～

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

全学共通教育事務室
058-293-3007yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jpお問い合せ

申し込み方法

開催挨拶

生成AI 時代の第二外国語について

第二外国語としての「言語と文化」科目のねらい

「言語と文化」における独自の試みについて

閉会挨拶

ゲラン・ジル　［地域科学部地域文化学科　准教授］

長谷川 暁人［教育推進・学生支援機構　准教授］

洞澤 伸　［地域科学部地域文化学科   　教授］

フォン・フラクシュタイン・アレクサンドラ　［地域科学部地域文化学科　准教授］

12

13：00
▼

14：30

橋本 永貢子　［地域科学部地域文化学科  　 教授］

大宮 康一　　　　［地域協学センター　准教授］

場所

対象

定員

Friday

program

会場にて聴講 オンライン参加
下記URL またはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加URL が届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[ 宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]12/19　第 2回 FD　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号） ※https://zoom.us/webinar/register/WN_3Lt5os56TG-4zkChBquYxw

令和7年度第２回FDポスター 

洞澤先生（言語と文化部会部会長） 橋本先生（中国語） 大宮先生（アイスランド語）  

   11月5日（水）に、令和7年度第１回FD「学生ステータスシステム crescendo
の効果的な活用事例について」が行われました。
 まず、教育推進・学生支援機構の長谷川准教授から、crescendoのシステムの
概要や活用方法が紹介されました。次いで、実際にcrescendoを活用している２
名の方から活用事例について報告がありました。出村教授（社会システム経営学
環）からは、学生の面談に活用している事例が、教育学部の学生からは、自身の学
びや活動を記録し、ポートフォリオとして活用していることが、それぞれ報告され
ました。また、福岡教学DXセンター長（教育学部）からは、今後のcrescendoを
活用する展望として、学びの可視化についての紹介がありました。
 今回のFDを通じて、実施したいこと（目的）が先にあり、そのツールとして
crescendoを活用することが有効であると感じました。また、crescendoを活用
してできる重要なことのひとつが「学びの可視化」であると思いました。「可視
化」とは、学生自らが学びを振り返るとともに、社会に向けて大学がどのような教
育を実践しているのかが明確になるというものと思います。さらに、「学びの可視
化」の裏付けとして、適正なシラバスが必須となることも今回のFDを通じて感じ
ました。                           （椎名貴彦）

 令和7年12月19日（水）に、教育推進・学生支援機構基盤教育センターの令
和7年度第２回FDが開催されました。まず初めに、オーガナイザーの長谷川
先生から、生成AI時代における「言語と文化」をテーマとしたFD開催の概要
説明がありました。この中で、近年急速に高機能化が進む生成AIによる翻訳技
術について、ご自身の研究分野で用いられているフランス語を例に、学会発表
での活用例などをご紹介いただきました。
 その後、言語と文化部会部会長の洞澤先生より、本学で開講されている第二
外国語の履修形態について説明がありました。学生には、単に他言語を習得す
るだけでなく、その背景にある異文化や歴史を学び、それを通して自らが暮ら
す日本にも改めて目を向けてほしいという思いが語られました。また、学生か
らの第二外国語授業に対する評価が高いことも紹介されました。
 フォン・フラクシュタイン先生（ドイツ語）からは、ご自身が実感されてい
るドイツ人と日本人の違いを、授業を通して学生に感じ取ってほしいという思
いが述べられました。さらに、ゲラン・ジル先生（フランス語）からは、フラ
ンス語特有の概念を通して、フランスの文化や政治などにも思いをはせてほし
いとのお話があり、言語を通じた異文化理解の重要性が紹介されました。大宮
先生（アイスランド語）からは、本授業が連携開設科目となっていることが紹
介され、他言語を通して日本を含むさまざまな文化を知り、海外で挑戦する意
欲を持ってもらいたいという思いが語られました。橋本先生（中国語）からは、部会で作成した中国語の教科書の紹介が
なされ、学生が授業を通して中国の文化や社会的背景について考えるようになってほしいとのお話がありました。
 近年、異なる文化に対する寛容性が低下しているように感じられる事案も少なくない中で、先生方のお話を伺い、改め
て若い学生が異文化への理解を深めていくことの意義を強く実感しました。              （高橋周平）

社会システム経営学環の出村先生



 
 私たちは普段、時計によって刻まれるような単一で均質な時間観念の中で生
きています。そこでは「私たちの外側を等しく同じ速さで流れる」時間の捉え
方が自明のものと考えられていますが、それは時間を把握する際の一つの枠組
みに過ぎません。実際、物理学の枠組みにおいても、出来事間の時間の流れ方
は観測者に依存して変わりうるという相対的な考え方がすでに標準視されてい
ます。 
 また、私たちが経験する時間についても、意識の緊張や弛緩のリズム、ある
いは記憶の介入の仕方などによって、異なった速さで認識されることがわかっ
ています。また、時間を捉える単位という意味では、私たち自身が数秒から数
ヶ月、あるいは数年といった異なる時間スケールの出来事を同時並行的に進め
つつ、その中で適切に対処できるような形で記憶を展開しています。 
 平井先生が提唱されているマルチ時間スケールはこうした物理学的な時間と
心理学的な時間を包摂する時間論であり、複数の時間尺度が同時に作用するも
のとして世界を捉え直す新たな枠組みです。このような新しい時間論に触れる
ことは、本学の学生や名古屋大学の学生にとっても大きな刺激になったであろ
うと思われます。                    （長谷川暁人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

    令和7年度第１回FD(11/5)が開催されました 

講師の平井先生 ご講演の様子 

TOPIC 
3 

－マルチ時間スケールから迫る時間の正体
「時間とは何か」という問いは古くから存在する哲学的なものだが、近年では物理学や心理学なども含めさまざまなアプ
ローチがなされてもおり、時間の正体に迫る時間論は文系・理系を横断する注目の分野となっている。今回、哲学的な
時間論をベースに、物理学的な時間と心理学的な時間を包摂する新たな時間の捉え方、〈マルチ時間スケール (MTS)〉
説を提唱されている慶應義塾大学の平井靖史教授にお越しいただき、現代の科学的な成果をも取り入れた、新たな時間
の捉え方についてお話しいただく。

第 18回教養講演会

場所

定員

対象 ベルクソン哲学を専門とし、ベルクソンの理論を応用した〈マルチ時
間スケール〈MTS〉〉説を提唱していることで有名な研究者。心理学
的な時間と物理学的な時間を包摂する新たな時間論である同概念を展
開した『世界は時間でできているーベルクソン時間哲学入門』（2022
年 青土社）は、多くの哲学関係者・脳神経科学・認知科学者などに
取り上げられ、時間論の重要なマイルストーンとなっている。

ZOOMで同時開催
岐阜大学 全学共通教育棟 2階 25教室

・岐阜大学・名古屋大学の学生
・東海国立大学機構の教職員
・一般　

対面：100名
オンライン : 100 名

「いま」は
無数に存在する

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

2025年

14：00～15：30
11/26 講師

平井靖史
慶應義塾大学文学部 教授

オンライン参加

下記URL またはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加 URL が届きます。
※https://zoom.us/webinar/register/WN_ ymdJtKb5Sl-TgQ-89fO8tw

会場にて聴講

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[ 宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]11/26　第 18 回教養講演会　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号）

申し込み方法

〔Wed〕

ひらい　　　やすし

全学共通教育事務室
058-293-3007yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

お問い合せ

場　
所

定　
員

対　
象

ZOOMで同時開催

岐阜大学 全学共通教育棟 ３階
34番教室

▪岐阜大学・名古屋大学の学生
▪東海国立大学機構の教職員
▪一般　

対面：100名
オンライン：100名

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

※https://zoom.us/webinar/register/WN_ aZZGcfG3Rfu3Q5BKorwuCw 

岐阜大学において令和４年度から進められているプロジェクトである学生ステータスシステム crescendo について、
これまでの取り組みを紹介しつつ、教員や学生に向けた、効果的な使い方を提示する。

令和７年度　
          第１回 FD

会場にて聴講

オンライン参加
下記URLまたはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加URLが届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]11/5　第 1回 FD　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号）

全学共通教育事務室

058-293-3007
yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

お問い合せ

申し込み方法

学生ステータスシステム

水11月５日令和 7年 13：00～14：30

13：00～

13：05～

13：30～

13：40～

13：55～

14：10～

14：25～

福岡大輔［教育学部技術教育講座　教授］

長谷川暁人［教育推進・学生支援機構　准教授］

出村嘉史［社会システム経営学環　教授］

繁ハナ子［教育学部　社会科教育講座］

Time Table
開催挨拶

学生ステータスシステムについての
　　　　　　　　　　　　概要説明

岐阜大学学生ステータスシステム
　　　  　　crescendo の活用事例

学生からの利用事例報告

今後の学生ステータスシステム
　  　　crescendo の展開について

質疑応答

閉会挨拶

効果的な活用事例
の

効果的な活用事例 について

第18回教養講演会ポスター 

令和7年度第１回FDポスター 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

    令和７年度第２回FD(12/19)が開催されました 

教学DX推進センター長の福岡先生 教育学部の繁さん 

TOPIC 
4 

ー生成AI 時代に第二外国語を学ぶ意義ー
令和４年度より、岐阜大学では第二外国語の必修を従来の演習科目 (「○○語 I・Ⅱ」) から、新たに創設した講義科目「言語と文化」へと大き
く転換した。岐阜大学に限らず、全国的に第二外国語科目を縮小・非必修化する動きは拡大している。そうした動きに加え、生成 AI の登場も
あり、外国語を学ぶ意義というものが見失われつつある。
今回の FDでは、岐阜大学における言語と文化での取り組みを紹介しながら、生成 AI 時代に第二外国語を学ぶ意義について考える。

令和７年度 岐阜大学 教育推進・学生支援機構 第２回 FD

ZOOMで同時開催

岐阜大学 全学共通教育棟
３階 ３５番教室

▪東海国立大学機構の教職員
▪岐阜大学・名古屋大学の学生
▪一般の方々　

対面：100名
オンライン : １０0名

これからの
「言語と文化」
19
言語 文化

13：00～

13：05～

13：25～

13：35～

14：25～

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　　
共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

全学共通教育事務室
058-293-3007yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jpお問い合せ

申し込み方法

開催挨拶

生成AI 時代の第二外国語について

第二外国語としての「言語と文化」科目のねらい

「言語と文化」における独自の試みについて

閉会挨拶

ゲラン・ジル　［地域科学部地域文化学科　准教授］

長谷川 暁人［教育推進・学生支援機構　准教授］

洞澤 伸　［地域科学部地域文化学科   　教授］

フォン・フラクシュタイン・アレクサンドラ　［地域科学部地域文化学科　准教授］

12

13：00
▼

14：30

橋本 永貢子　［地域科学部地域文化学科  　 教授］

大宮 康一　　　　［地域協学センター　准教授］

場所

対象

定員

Friday

program

会場にて聴講 オンライン参加
下記URL またはQRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加 URL が届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[ 宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]12/19　第 2回 FD　
[ 本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号） ※https://zoom.us/webinar/register/WN_3Lt5os56TG-4zkChBquYxw

令和7年度第２回FDポスター 

洞澤先生（言語と文化部会部会長） 橋本先生（中国語） 大宮先生（アイスランド語）  

   11月5日（水）に、令和7年度第１回FD「学生ステータスシステム crescendo
の効果的な活用事例について」が行われました。
 まず、教育推進・学生支援機構の長谷川准教授から、crescendoのシステムの
概要や活用方法が紹介されました。次いで、実際にcrescendoを活用している２
名の方から活用事例について報告がありました。出村教授（社会システム経営学
環）からは、学生の面談に活用している事例が、教育学部の学生からは、自身の学
びや活動を記録し、ポートフォリオとして活用していることが、それぞれ報告され
ました。また、福岡教学DXセンター長（教育学部）からは、今後のcrescendoを
活用する展望として、学びの可視化についての紹介がありました。
 今回のFDを通じて、実施したいこと（目的）が先にあり、そのツールとして
crescendoを活用することが有効であると感じました。また、crescendoを活用
してできる重要なことのひとつが「学びの可視化」であると思いました。「可視
化」とは、学生自らが学びを振り返るとともに、社会に向けて大学がどのような教
育を実践しているのかが明確になるというものと思います。さらに、「学びの可視
化」の裏付けとして、適正なシラバスが必須となることも今回のFDを通じて感じ
ました。                           （椎名貴彦）

 令和7年12月19日（水）に、教育推進・学生支援機構基盤教育センターの令
和7年度第２回FDが開催されました。まず初めに、オーガナイザーの長谷川
先生から、生成AI時代における「言語と文化」をテーマとしたFD開催の概要
説明がありました。この中で、近年急速に高機能化が進む生成AIによる翻訳技
術について、ご自身の研究分野で用いられているフランス語を例に、学会発表
での活用例などをご紹介いただきました。
 その後、言語と文化部会部会長の洞澤先生より、本学で開講されている第二
外国語の履修形態について説明がありました。学生には、単に他言語を習得す
るだけでなく、その背景にある異文化や歴史を学び、それを通して自らが暮ら
す日本にも改めて目を向けてほしいという思いが語られました。また、学生か
らの第二外国語授業に対する評価が高いことも紹介されました。
 フォン・フラクシュタイン先生（ドイツ語）からは、ご自身が実感されてい
るドイツ人と日本人の違いを、授業を通して学生に感じ取ってほしいという思
いが述べられました。さらに、ゲラン・ジル先生（フランス語）からは、フラ
ンス語特有の概念を通して、フランスの文化や政治などにも思いをはせてほし
いとのお話があり、言語を通じた異文化理解の重要性が紹介されました。大宮
先生（アイスランド語）からは、本授業が連携開設科目となっていることが紹
介され、他言語を通して日本を含むさまざまな文化を知り、海外で挑戦する意
欲を持ってもらいたいという思いが語られました。橋本先生（中国語）からは、部会で作成した中国語の教科書の紹介が
なされ、学生が授業を通して中国の文化や社会的背景について考えるようになってほしいとのお話がありました。
 近年、異なる文化に対する寛容性が低下しているように感じられる事案も少なくない中で、先生方のお話を伺い、改め
て若い学生が異文化への理解を深めていくことの意義を強く実感しました。              （高橋周平）

社会システム経営学環の出村先生



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 みなさんは、普段どのくらい図書館に足を運んでいますか。本学では毎年、図書館との共同企画として、4月から6月、
10月から12月の年2回、授業で作成された書評スライドの優秀作品と関連図書の展示を行っています。過去の優秀作品
もファイルにまとめて公開しており、誰でも閲覧することができます。この取り組みは、1年生に限らず多くの学生に、
本学の学生が作成した優れたスライドに触れてもらい、今後の課題作成の参考にしてほしいという思いから始めました。 
 今年度も10月から1月中旬までの3ヶ月半にわたり、前学期の受講生1,061名の書評スライドのなかから、評価の高か
った上位100名の作品と関連図書を展示しました。多くの学生がブースの前に立ち止まって、スライドや図書を見たり、
過去のファイルに目を通したりする様子が見られました。展示図書は、社会学や心理学分野が多いようです。なお、後学
期の優秀作品は新年度4月に展示予定です。ぜひ、図書館に足を運び、多くの図書と学生の表現に触れてみてください。 

 （清島絵利子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
岐阜大学 教育推進・学生支援機構 基盤教育センター ニュースレター「教養教育 NEWS」第43号 令和8 年 2 月発行 

基盤教育センター（令和 8 年 2月現在） 岐阜大学 教育推進・学生支援機構 基盤教育センター 

    日本語表現Ⅰ（初級）における書評スライドの展示 

ゲラン先生（フランス語） フラクシュタイン先生（ドイツ語） 

TOPIC 
5 

 〒 501-1193  岐阜市柳戸1-1 
  TEL 058-293-3007 
 
  https://www1.gifu-u.ac.jp/~orphess/ 
  益子 典文   長谷川 暁人   責任編集 

センター長  益子 典文    専門分野：教育工学 
副センター長  椎名 貴彦    専門分野：基礎獣医学 
副センター長     清島 絵利子 専門分野：日本語学 
副センター長  長谷川 暁人 専門分野：フランス哲学 

図書館の書評レポート展示の様子 
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    第18回教養講演会(11/26)が開催されました  
2 

   第17回教養講演会(10/22)が開催されました 
TOPIC 
1 

主催：岐阜大学教育推進・学生支援機構　基盤教育センター　　

共催：東海国立大学機構アカデミック・セントラル

【お問い合せ】　全学共通教育事務室 058-293-3007 yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp

会場にて聴講 オンライン参加
下記URL・QRコードからアクセスしていただき
事前登録をお願いいたします。
事前登録が完了すると、Zoomの参加URLが届きます。

以下の項目をご記入の上、メールにてお申し込みください。
[宛先 ] yamada.hideki.e4@mail.f.thers.ac.jp
[ 件名 ]10/22　第 1７回教養講演会　
[本文 ] 氏名・所属・連絡先（メールアドレスと電話番号） ※https://zoom.us/webinar/register/WN_-mshMR0dTxmrFj8wjvY3Vg

平芳 裕子
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科　教授

著書に『日本ファッションの一五〇年：明治から現代まで』(吉
川弘文館、2024 年 ) や『東大ファッション論集中講義』(ちく
まプリマー新書 2024) など。ファッション論を専門とし、パリ
発のファッションが世界でどのように受容されているか、特に
アメリカや日本を対象とした研究を進めている。

講師

ひらよし  　   　ひろこ

14：25　　閉会挨拶　　　

14：15　　質疑応答

13：10　　平芳先生講演

13：05　　講師ご紹介

13：00　　開催挨拶

プログラム 場

所

定

員

対

象

100名（対面）

ZOOMで同時開催

岐阜大学
全学共通教育棟 2階 25番教室

▪岐阜大学・名古屋大学の学生

▪東海国立大学機構の教職員

▪一般　

100名（オンライン）

教養としての
ファッション論
私たちは日々服を着ているけれども、その服というのはそもそも西洋からやってきたものである。
日本の人々がスーツを着て仕事をし、流行のファッションを楽しむようになったのはなぜなのか？
ファッション文化の歴史を通して現代の社会を考える。

第17回教養講演会

10月22日
13：00～14：30

２０２５年

wednesday

第17回教養講演会ポスター 

講師の平芳先生  ご講演の様子 

 令和7年10月22日（水）に、教育推進・学生支援機構基盤教育センター第17
回教養講演会が開催されました。今回は、神戸大学大学院教授の平芳裕子先生を
お招きし、ご著書『東大ファッション論集中講義』を軸に「教養としてのファッ
ション論」と題してご講演いただきました。
 講演の中で特に印象的だったのは、「衣服は自分自身と社会をつなぐ接点であ
る」という考え方です。服は自分の内面を表現するだけでなく、組織への帰属を
示したり、他者との違いを際立たせたりする「社会的な役割」も担っています。
日本人が明治期に、諸外国との折衝のために男性から順に洋服を取り入れたとい
う歴史的背景も、衣服がいかに社会と密接に関わってきたかを物語っていまし
た。
 また、現代の切実な課題である環境問題にも焦点が当てられました。リサイク
ルとして回収された服がアフリカへ輸出されたのち、膨大な量が売れ残ってゴミ
として山積みになり、現地の環境を破壊しているという実態があります。この事
実を知り、私たちの消費行動が遠い国々の社会問題と直結していることを痛感さ
せられました。
 「服をどう着るか」という問いは、私たちが社会や環境とどう向き合っていく
かという姿勢そのものです。何気なく選んでいる一着が、実は世界とつながって
いる。そのことを再認識させてくれる、非常に意義深い講演となりました。
                             （清島絵利子）

 令和7年11月26日（水）に、第18回教養講演会が開催されました。今回の教養講演会も、岐阜大学教育推進・学生支援
機構（基盤教育センター）が主催となり、アカデミック・セントラルとの共催イベントとして実施することができまし
た。今回の教養講演会は『「いま」は無数に存在する－マルチ時間スケールから迫る時間の正体』と題し、慶應義塾大学
文学部教授である平井靖史先生にお越しいただき、お話しいただきました。
 平井先生はアンリ・ベルクソンというフランス哲学者の専門家であり、その時間論を応用したマルチ時間スケール
（MTS）説を提唱されていることで知られています。そうした平井先生の思索は『世界は時間でできている－ベルクソン
時間哲学入門』において展開されています。このマルチ時間スケールは単に哲学だけでなく、生物学や脳科学などの知見
も盛り込まれており、理系の学部が多い本学の学生にも興味深いテーマです。今回の講演会もこの著作の内容に基づき、
岐阜大学の学生を中心に、わかりやすく氏の理論をご教授いただきました。


